
レジメン名

出典

実施部署区分
■入院　　　　　□外来　　　　　□処置

投与減量・中止の基準

対象疾患

（次のコースまでの標準期間）

１日投与量 投与方法
投与速度

(時間)

375 mg/m2 輸液500ｍL ※1

1.8 mg/kg 輸液50mL ※2

50 mg/m2 輸液100mL 1hr

750 mg/m2 輸液500mL 3hr

80mg 輸液 30分

100mg 経口

※2     初回：90分　　２回目以降：忍容性良好であれば30分に短縮可

※3    換算比として、プレドニゾロン錠100mg/日であれば、PSL以外のステロイドでも可

＊薬剤部に申請書を提出してください。
　　提出　→　化学療法委員会にて承認・登録　→　院内で共有化　→　オーダー入力　→　レジメン確認　→　施行
＊提出の際は参考になる資料、論文・文献の提出も併せて提出してください。
＊この記載と異なる処方が出された場合には疑義照会します。
＊投与量の増減、コースの変更等は必ず新しい申請書の再提出が必要です。

□進行・再発

Pola-R-CHP（3日法）
・POLARIX試験（N Engl J Med. 2022 Jan 27;386(4):351-　363）
※.PMID:34904799

・ポライビー適正使用ガイド

DLBCL（びまん性大細胞型B細胞リンパ腫）

薬剤名・略号 投与日(d1、d8等)
１日投与順

(経時的にﾌﾟﾚﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・
ﾎﾟｽﾄﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ、溶解液まで含む)

□補助療法（術前・術後）
■初発
□

１コース期間
21

総コース数 ６コース
↓
R単剤を２
コース

day1
①生理食塩液500mL(ルートキープ用)
②ソル・メドロール80mg＋生食50mL(30min)
③ポララミン5mg＋アセリオ1000mg (30min)
④リツキシマブ375mg/m2＋輸液500mL
   (Total 500mL 徐々に速度アップ)
⑤生食50mL(④の最終速度で)

day2
①生食500mL(24hr ルートキープ用)
②ソル・メドロール80mg＋生食50mL(30min）
③グラニセトロンバッグ(30min)
④ドキソルビシン50mg/m2＋生食100mL(１hr)
⑤エンドキサン750mg/m2＋生食500mL(3hr)
⑥生食50mL(15min)

day3
①生食500mL(24hr ルートキープ用)
②ソル・メドロール80mg＋生食50mL(30min）
③ポララミン5mg＋アセリオ1000mg (30min)
④ポライビー1.8mg/kg＋注射用水＋生食50mL
　　(初回は90min、2回目以降は30min可)
⑤生食50mL(④と同速度で)

day2
アプレピタント（125）１C　1×化学療法の1hr前
day3-4
アプレピタント（80）１C　1×朝食後

day4-5
プレドニゾロン錠（5）20T　2×朝・昼食後

ポラツズマブ　ベドチン day3

ドキソルビシン day2

エンドキサン day2

ソル・メドロール ※３ day1ー3

プレドニゾロン　※３ day4ー5

※１　　　初回：　　　　50mL/hrで開始、30分毎に50mL/hrずつ速度アップ　最大400mL/hr
           2回目以降：初回の副作用が軽微であれば100mL/hrで開始、30分毎に100mL/hrずつup　最大400mL/hr

リツキシマブ day1


